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「特別の教科 道徳」 校長 佐伯 英徳

９月１４日（土）に開催しました「道徳授業地区公開講座」では、多数の保護者及び地域の皆様

にご参会いただきまして誠にありがとうございました。当日は公開授業と全体道徳の二本立てであ

り、３校時は全体主題を昨年度に引き続き「生命の尊重」として全学年全学級による道徳の授業を

行いました。

１年生では、前時に「院内学級」に関する DVD を視聴し「院内学級」についての理解を深め、

本時では、１１歳で亡くなった女の子が書いた詩「命」（電池が切れるまで 子供病院からのメッセ

ージ 編・すずらんの会）を読み、命について個人で考えた後にグループで意見交換をして、自他

の生命の大切について考えるとともに、「当たり前」のことがどれほど尊いことなのかを再確認し

ました。

２年生は、食肉加工センターで働く坂本義喜さんが２００７年に熊本県の小学校の講演会で話さ

れた内容をもとに創作された絵本「いのちをいただく」（講談社）の読み聞かせの後、坂本さんの仕

事の理解を深め、班で、私たちの命はたくさんの命に支えられていること、「いただきます」という

言葉の意味等について個人で考えた上で班での共有を図りクラスで発表しました。

３年生は、教科書「明日への扉」（学研）の中から、「余命ゼロ 命のメッセージ」を題材にして、

「生きたくても生きられない人もいる」ことを知り、前向きに精一杯生きることの大切さについて

考えました。授業の終わりでは資料の中に登場している渡部成俊さんの「いのちの授業」の CD を

聞くことができました。渡部さんの「自分の命を粗末にしないでほしい」という強いメッセージを

全員がしっかりと受け止めてくれたと信じます。

そして、４校時は、全校生徒と保護者、地域の方々が体育館に集合して全体道徳「ともだち」に

ついて取り組みました。今年度で４回目の実施となりますが、学年毎に３校時の振り返りを行った

後、「生きる知恵が身につく道徳プラン集」（仮説社）から「ともだち」に関するお話を通して「信

頼できるともだち」について考えました。最後に、「親から子に伝えたい７の詩」（双葉社）に掲載

されている『ビートたけし』さんの「ともたち」という詩の中にある「友人を作る秘訣」について、

学年や立場を超えて考えました。様々な意見をシェアする中で「ともだち」について再確認できた

ことは、とても有意義な時間だったと思います。

法律が変わって、これまでの「道徳の時間」が、今年度から「特別の教科 道徳」として全面実

施されました。現在、狛江市内の中学校では、狛江市が選定した教科書「学研教育みらい」を使用

して取り組んでいます。今後、「考える、議論する道徳」を展開していくための授業改善に取り組む

とともに、真価を認め励ます適切な個人内評価を進めていきながら、「特別の教科 道徳」が、より

一層、有意義な時間となるように努めてまいりますので、皆様方のご理解ご協力をお願い申し上げ

ます。


